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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】有機電界発光表示装置及びその駆動方法を提供
する。
【解決手段】奇数番目の走査線及び奇数番目のデータ線
に接続された画素による第１画素領域、偶数番目の走査
線及び奇数番目のデータ線に接続された画素の第２画素
領域、奇数番目の走査線及び偶数番目のデータ線に接続
された画素の第３画素領域、並びに偶数番目の走査線及
び偶数番目のデータ線に接続された画素の第４画素領域
と、１フレーム画面データを前記各画素領域ごとに分割
するデータ分析部と、１フレーム間、奇数番目の走査信
号の順次供給及び偶数番目の走査信号の順次供給をそれ
ぞれ２回行う走査駆動部と、前記データ分析部により分
割された各画素領域の画面データに対応するデータ信号
を、各画素領域に供給する駆動部とを備える有機電界発
光表示装置に関する。１フレームの画面を４つの画素領
域に分割表示することで、消費電力の増加なしに動きぼ
け現象を除去する。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　奇数番目の走査線及び奇数番目のデータ線に接続された画素で構成される第１画素領域
、偶数番目の走査線及び奇数番目のデータ線に接続された画素で構成される第２画素領域
、奇数番目の走査線及び偶数番目のデータ線に接続された画素で構成される第３画素領域
、並びに偶数番目の走査線及び偶数番目のデータ線に接続された画素で構成される第４画
素領域と、
　入力される１フレームの画面データを前記各画素領域ごとに分割するデータ分析部と、
　１フレームの間、奇数番目の走査線に対する走査信号の順次供給及び偶数番目の走査線
に対する走査信号の順次供給をそれぞれ２回行う走査駆動部と、
　前記データ分析部により分割された各画素領域の画面データに対応するデータ信号を、
前記データ線を介して各画素領域に供給するデータ駆動部とを備えることを特徴とする有
機電界発光表示装置。
【請求項２】
　前記データ駆動部は、
　奇数番目の走査線に対して走査信号が順次供給される２回の期間中のいずれか１期間の
間、第１画素領域の画面データに対応するデータ信号を奇数番目のデータ線に供給し、残
りの１期間の間、第３画素領域の画面データに対応するデータ信号を偶数番目のデータ線
に供給し、
　偶数番目の走査線に対して走査信号が順次供給される２回の期間中のいずれか１期間の
間、第２画素領域の画面データに対応するデータ信号を奇数番目のデータ線に供給し、残
りの１期間の間、第４画素領域の画面データに対応するデータ信号を偶数番目のデータ線
に供給することを特徴とする請求項１に記載の有機電界発光表示装置。
【請求項３】
　前記走査駆動部は、
　１フレームの第１期間の間、奇数番目の走査線に順次に走査信号を供給し、１フレーム
の第２期間の間、偶数番目の走査線に順次に走査信号を供給し、１フレームの第３期間の
間、奇数番目の走査線に順次に走査信号を供給し、１フレームの第４期間の間、偶数番目
の走査線に順次に走査信号を供給することを特徴とする請求項１に記載の有機電界発光表
示装置。
【請求項４】
　前記データ駆動部は、
　前記第１期間の間、奇数番目のデータ線に第１画素領域の画面データに対応するデータ
信号を供給し、前記第２期間の間、奇数番目のデータ線に第２画素領域の画面データに対
応する信号を供給し、前記第３期間の間、偶数番目のデータ線に第３画素領域の画面デー
タに対応するデータ信号を供給し、前記第４期間の間、偶数番目のデータ線に第４画素領
域の画面データに対応するデータ信号を供給することを特徴とする請求項３に記載の有機
電界発光表示装置。
【請求項５】
　奇数番目の走査線及び奇数番目のデータ線に接続された画素で構成される第１画素領域
、偶数番目の走査線及び奇数番目のデータ線に接続された画素で構成される第２画素領域
、奇数番目の走査線及び偶数番目のデータ線に接続された画素で構成される第３画素領域
、並びに偶数番目の走査線及び偶数番目のデータ線に接続された画素で構成される第４画
素領域を含む有機電界発光表示装置の駆動方法において、
　（ａ）入力される１フレームの画面データを前記各画素領域ごとに分割するステップを
含むことを特徴とする有機電界発光表示装置の駆動方法。
【請求項６】
　（ｂ）特定の順序により前記各画素領域に走査信号及び当該画素領域の画面データに対
応するデータ信号を順次供給することにより、１フレームの画面を４回にわたって表示す
るステップをさらに含むことを特徴とする請求項５に記載の有機電界発光表示装置の駆動
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方法。
【請求項７】
　前記（ｂ）ステップは、順序に関係なく各ステップが順次行われる、
　（ｂ－１）１フレームの第１期間の間、奇数番目の走査線に順次に走査信号が供給され
、奇数番目のデータ線に第１画素領域の画面データに対応するデータ信号が供給されるス
テップと、
　（ｂ－２）１フレームの第２期間の間、偶数番目の走査線に順次に走査信号が供給され
、奇数番目のデータ線に第２画素領域の画面データに対応するデータ信号が供給されるス
テップと、
　（ｂ－３）１フレームの第３期間の間、奇数番目の走査線に順次に走査信号が供給され
、偶数番目のデータ線に第３画素領域の画面データに対応するデータ信号が供給されるス
テップと、
　（ｂ－４）１フレームの第４期間の間、偶数番目の走査線に順次に走査信号が供給され
、偶数番目のデータ線に第４画素領域の画面データに対応するデータ信号が供給されるス
テップとを含むことを特徴とする請求項６に記載の有機電界発光表示装置の駆動方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、有機電界発光表示装置及びその駆動方法に関し、より詳細には、消費電力の
増加なしに動きぼけ（ｍｏｔｉｏｎ　ｂｌｕｒ）現象を除去する有機電界発光表示装置及
びその駆動方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、陰極線管（Ｃａｔｈｏｄｅ　Ｒａｙ　Ｔｕｂｅ）の欠点である重量と体積を減ら
すことが可能な各種平板表示装置が開発されている。平板表示装置には、液晶表示装置（
Ｌｉｑｕｉｄ　Ｃｒｙｓｔａｌ　Ｄｉｓｐｌａｙ：ＬＣＤ）、電界放出表示装置（Ｆｉｅ
ｌｄ　Ｅｍｉｓｓｉｏｎ　Ｄｉｓｐｌａｙ：ＦＥＤ）、プラズマ表示パネル（Ｐｌａｓｍ
ａ　Ｄｉｓｐｌａｙ　Ｐａｎｅｌ：ＰＤＰ）、及び有機電界発光表示装置（Ｏｒｇａｎｉ
ｃ　Ｌｉｇｈｔ　Ｅｍｉｔｔｉｎｇ　Ｄｉｓｐｌａｙ：ＯＬＥＤ）などがある。
【０００３】
　平板表示装置のうち、有機電界発光表示装置は、電子と正孔との再結合により光を発生
する有機発光ダイオードを用いて映像を表示するものであり、これは、速い応答速度を有
し、かつ、低消費電力で駆動されるという利点がある。
【０００４】
　通常、有機電界発光表示装置ＯＬＥＤは、有機発光素子を駆動する方式により、パッシ
ブマトリクス型ＯＬＥＤ（ＰＭＯＬＥＤ）と、アクティブマトリクス型ＯＬＥＤ（ＡＭＯ
ＬＥＤ）とに分けられる。
【０００５】
　前記アクティブマトリクス型ＯＬＥＤ（ＡＭＯＬＥＤ）は、複数のゲートライン、複数
のデータライン及び複数の電源ラインと、前記ラインに接続され、マトリクス形態で配列
される複数の画素を具備する。また、前記各画素は、通常、有機発光素子と、２つのトラ
ンジスタ、すなわち、データ信号を伝達するためのスイッチングトランジスタと、前記デ
ータ信号に応じて前記有機発光素子を駆動させるための駆動トランジスタと、前記データ
電圧を保持させるための１つのキャパシタとからなる。
【０００６】
　このような有機電界発光表示装置で発生する動きぼけ現象を除去するために、従来は、
フレームレート（ｆｒａｍｅ　ｒａｔｅ）を増加させることで、１回の入力が入る時間の
間、同一フレームを複数回繰り返して画面に表示したり、間にブラックデータを挿入する
方法を用いていた。
【０００７】
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　しかしながら、同一フレームを繰り返し表示する方法は、実質的に動きぼけの改善に大
きな効果を上げられない上に、消費電力の上昇をもたらし、ブラックデータを挿入する方
法は、画面のチラツキ（ｆｌｉｃｋｅｒ）を引き起こす問題があった。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　上記の問題を解決するためになされた本発明の目的は、１フレームの画面を４つの画素
領域に分割して表示することにより、消費電力の増加なしに動きぼけ現象を除去する有機
電界発光表示装置及びその駆動方法を提供するためのものである。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　上記の目的を達成するための本発明の特徴によれば、本発明の有機電界発光表示装置は
、奇数番目の走査線及び奇数番目のデータ線に接続された画素で構成される第１画素領域
、偶数番目の走査線及び奇数番目のデータ線に接続された画素で構成される第２画素領域
、奇数番目の走査線及び偶数番目のデータ線に接続された画素で構成される第３画素領域
、並びに偶数番目の走査線及び偶数番目のデータ線に接続された画素で構成される第４画
素領域と、入力される１フレームの画面データを前記各画素領域ごとに分割するデータ分
析部と、１フレームの間、奇数番目の走査線に対する走査信号の順次供給及び偶数番目の
走査線に対する走査信号の順次供給をそれぞれ２回行う走査駆動部と、前記データ分析部
により分割された各画素領域の画面データに対応するデータ信号を、前記データ線を介し
て各画素領域に供給するデータ駆動部とを備える。
【００１０】
　また、前記データ駆動部は、奇数番目の走査線に対して走査信号が順次供給される２回
の期間中のいずれか１期間の間、第１画素領域の画面データに対応するデータ信号を奇数
番目のデータ線に供給し、残りの１期間の間、第３画素領域の画面データに対応するデー
タ信号を偶数番目のデータ線に供給し、偶数番目の走査線に対して走査信号が順次供給さ
れる２回の期間中のいずれか１期間の間、第２画素領域の画面データに対応するデータ信
号を奇数番目のデータ線に供給し、残りの１期間の間、第４画素領域の画面データに対応
するデータ信号を偶数番目のデータ線に供給することを特徴とする。
【００１１】
　また、前記走査駆動部は、１フレームの第１期間の間、奇数番目の走査線に順次に走査
信号を供給し、１フレームの第２期間の間、偶数番目の走査線に順次に走査信号を供給し
、１フレームの第３期間の間、奇数番目の走査線に順次に走査信号を供給し、１フレーム
の第４期間の間、偶数番目の走査線に順次に走査信号を供給することを特徴とする。
【００１２】
　また、前記データ駆動部は、前記第１期間の間、奇数番目のデータ線に第１画素領域の
画面データに対応するデータ信号を供給し、前記第２期間の間、奇数番目のデータ線に第
２画素領域の画面データに対応する信号を供給し、前記第３期間の間、偶数番目のデータ
線に第３画素領域の画面データに対応するデータ信号を供給し、前記第４期間の間、偶数
番目のデータ線に第４画素領域の画面データに対応するデータ信号を供給することを特徴
とする。
【００１３】
　本発明の有機電界発光表示装置の駆動方法は、奇数番目の走査線及び奇数番目のデータ
線に接続された画素で構成される第１画素領域、偶数番目の走査線及び奇数番目のデータ
線に接続された画素で構成される第２画素領域、奇数番目の走査線及び偶数番目のデータ
線に接続された画素で構成される第３画素領域、並びに偶数番目の走査線及び偶数番目の
データ線に接続された画素で構成される第４画素領域を含む有機電界発光表示装置の駆動
方法において、（ａ）入力される１フレームの画面データを前記各画素領域ごとに分割す
るステップを含む。
【００１４】
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　また、本発明の有機電界発光表示装置の駆動方法は、（ｂ）特定の順序により前記各画
素領域に走査信号及び当該画素領域の画面データに対応するデータ信号を順次供給するこ
とにより、１フレームの画面を４回にわたって表示するステップをさらに含む。
【００１５】
　また、前記（ｂ）ステップは、順序に関係なく各ステップが順次行われる、（ｂ－１）
１フレームの第１期間の間、奇数番目の走査線に順次に走査信号が供給され、奇数番目の
データ線に第１画素領域の画面データに対応するデータ信号が供給されるステップと、（
ｂ－２）１フレームの第２期間の間、偶数番目の走査線に順次に走査信号が供給され、奇
数番目のデータ線に第２画素領域の画面データに対応するデータ信号が供給されるステッ
プと、（ｂ－３）１フレームの第３期間の間、奇数番目の走査線に順次に走査信号が供給
され、偶数番目のデータ線に第３画素領域の画面データに対応するデータ信号が供給され
るステップと、（ｂ－４）１フレームの第４期間の間、偶数番目の走査線に順次に走査信
号が供給され、偶数番目のデータ線に第４画素領域の画面データに対応するデータ信号が
供給されるステップとを含む。
【発明の効果】
【００１６】
　以上のような本発明によれば、１フレームの画面を４つの画素領域に分割して表示する
ことにより、消費電力の増加なしに動きぼけ現象を除去する有機電界発光表示装置及びそ
の駆動方法を提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１７】
【図１】本発明の好ましい実施例による有機電界発光表示装置を示す図である。
【図２】本発明の好ましい実施例による有機電界発光表示装置の駆動方法を示すタイミン
グチャートである。
【図３】本発明の好ましい実施例による画素を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００１８】
　その他の実施例の具体的な事項は詳細な説明及び図面に含まれている。
【００１９】
　本発明の利点及び特徴、そして、それらを達成する方法は、添付した図面とともに詳細
に後述する実施例を参照すれば明確になるはずである。しかし、本発明は、以下に開示さ
れる実施例に限定されるものではなく、互いに異なる多様な形態で実現可能であり、以下
の説明において、ある部分が他の部分と接続されているとする場合、これは直接的に接続
されている場合のみならず、その間に他の素子を介して電気的に接続されている場合をも
含む。また、図面において、本発明と関係のない部分は本発明の説明を明確にするために
省略し、明細書全体を通して類似の部分に対しては同じ図面符号を付している。
【００２０】
　以下、添付した図面を参照して本発明について説明する。
【００２１】
　図１は、本発明の好ましい実施例による有機電界発光表示装置を示す図である。図２は
、本発明の好ましい実施例による有機電界発光表示装置の駆動方法を示すタイミングチャ
ートである。
【００２２】
　図１に示すように、本発明の好ましい実施例による有機電界発光表示装置は、走査線Ｓ
１～Ｓｎ及びデータ線Ｄ１～Ｄｍに接続される画素１０を具備する画素部２０と、入力さ
れる１フレームの画面データを各画素領域ごとに分割するデータ分析部３０と、走査線Ｓ
１～Ｓｎを介して各画素１０に走査信号を供給する走査駆動部４０と、データ線Ｄ１～Ｄ
ｍを介してデータ信号を各画素１０に供給するデータ駆動部５０とを備え、データ分析部
３０、走査駆動部４０、及びデータ駆動部５０を制御するためのタイミング制御部６０を
備える。
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【００２３】
　画素部２０は、第１画素領域、第２画素領域、第３画素領域、並びに第４画素領域で構
成される。
【００２４】
　第１画素領域は、奇数番目の走査線Ｓ１，Ｓ３・・・及び奇数番目のデータ線Ｄ１，Ｄ
３・・・に接続される画素で構成され、各画素をＰ［接続される走査線番号，接続される
データ線番号］として定義する場合、第１画素領域にはＰ［１，１］、Ｐ［１，３］、Ｐ
［３，１］などの画素が含まれる。
【００２５】
　第２画素領域は、偶数番目の走査線Ｓ２，Ｓ４・・・及び奇数番目のデータ線Ｄ１，Ｄ
３・・・に接続される画素で構成され、第２画素領域にはＰ［２，１］、Ｐ［２，３］、
Ｐ［２，５］などの画素が含まれる。
【００２６】
　第３画素領域は、奇数番目の走査線Ｓ１，Ｓ３・・・及び偶数番目のデータ線Ｄ２，Ｄ
４・・・に接続される画素で構成され、第３画素領域にはＰ［１，２］、Ｐ［１，４］、
Ｐ［１，６］などの画素が含まれる。
【００２７】
　第４画素領域は、偶数番目の走査線Ｓ２，Ｓ４・・・及び偶数番目のデータ線Ｄ２，Ｄ
４・・・に接続される画素で構成され、第４画素領域にはＰ［２，２］、Ｐ［２，４］、
Ｐ［４，２］などの画素が含まれる。
【００２８】
　図３は、本発明の好ましい実施例による画素を示す図である。図３では、説明の便宜上
、第ｎ走査線Ｓｎ及び第ｍデータ線Ｄｍに接続された画素を示すものとする。
【００２９】
　各画素１０は、データ信号に対応する光を生成するために、第１電源ＥＬＶＤＤ及び第
２電源ＥＬＶＳＳに接続される。このとき、第１電源ＥＬＶＤＤは高電位電源、第２電源
ＥＬＶＳＳは第１電源ＥＬＶＤＤより低いレベルの電圧を有する低電位電源（例えば、グ
ラウンド電源）であることが好ましい。
【００３０】
　図３に示すように、有機電界発光表示装置の各画素１０は、有機発光ダイオードＯＬＥ
Ｄと、データ線Ｄｍ及び走査線Ｓｎに接続され、有機発光ダイオードＯＬＥＤを制御する
ための画素回路１２とを備える。
【００３１】
　有機発光ダイオードＯＬＥＤのアノード電極は画素回路１２に接続され、カソード電極
は第２電源ＥＬＶＳＳに接続される。
【００３２】
　このような有機発光ダイオードＯＬＥＤは、画素回路１２から供給される電流に対応し
て、所定輝度の光を生成する。
【００３３】
　画素回路１２は、走査線Ｓｎに走査信号が供給されたとき、データ線Ｄｍに供給される
データ信号に対応して、有機発光ダイオードＯＬＥＤに供給される電流量を制御する。こ
のため、画素回路１２は、第１電源ＥＬＶＤＤと有機発光ダイオードＯＬＥＤとの間に接
続された第２トランジスタＭ２と、第２トランジスタＭ２、データ線Ｄｍ及び走査線Ｓｎ
の間に接続された第１トランジスタＭ１と、第２トランジスタＭ２のゲート電極と第１電
極との間に接続されたストレージキャパシタＣｓｔとを備える。
【００３４】
　第１トランジスタＭ１のゲート電極は走査線Ｓｎに接続され、第１電極はデータ線Ｄｍ
に接続される。また、第１トランジスタＭ１の第２電極はストレージキャパシタＣｓｔの
一方の端子に接続される。ここで、第１電極は、ソース電極及びドレイン電極のいずれか
１つに設定され、第２電極は、第１電極とは異なる電極に設定される。例えば、第１電極
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がソース電極に設定されると、第２電極はドレイン電極に設定される。走査線Ｓｎ及びデ
ータ線Ｄｍに接続された第１トランジスタＭ１は、画素回路１２から供給される電流に対
応して、所定輝度の光を生成する。
【００３５】
　画素回路１２は、走査線Ｓｎに走査信号が供給されたとき、データ線Ｄｍに供給される
データ信号に対応して、有機発光ダイオードＯＬＥＤに供給される電流量を制御する。こ
のため、画素回路１２は、第１電源ＥＬＶＤＤと有機発光ダイオードＯＬＥＤとの間に接
続された第２トランジスタＭ２と、第２トランジスタＭ２、データ線Ｄｍ及び走査線Ｓｎ
の間に接続された第１トランジスタＭ１と、第２トランジスタＭ２のゲート電極と第１電
極との間に接続されたストレージキャパシタＣｓｔとを備える。
【００３６】
　第１トランジスタＭ１のゲート電極は走査線Ｓｎに接続され、第１電極はデータ線Ｄｍ
に接続される。また、第１トランジスタＭ１の第２電極はストレージキャパシタＣｓｔの
一方の端子に接続される。ここで、第１電極は、ソース電極及びドレイン電極のいずれか
１つに設定され、第２電極は、第１電極とは異なる電極に設定される。例えば、第１電極
がソース電極に設定されると、第２電極はドレイン電極に設定される。走査線Ｓｎ及びデ
ータ線Ｓｎに接続された第１トランジスタＭ１は、走査線Ｓｎから走査信号が供給された
ときターンオンされ、データ線Ｄｍから供給されるデータ信号をストレージキャパシタＣ
ｓｔに供給する。このとき、ストレージキャパシタＣｓｔは、データ信号に対応する電圧
を充電する。
【００３７】
　第２トランジスタＭ２のゲート電極はストレージキャパシタＣｓｔの一方の端子に接続
され、第１電極はストレージキャパシタＣｓｔの他方の端子及び第１電源ＥＬＶＤＤに接
続される。また、第２トランジスタＭ２の第２電極は有機発光ダイオードＯＬＥＤのアノ
ード電極に接続される。この第２トランジスタＭ２は、ストレージキャパシタＣｓｔに格
納された電圧値に対応して、第１電源ＥＬＶＤＤから有機発光ダイオードＯＬＥＤを経由
して第２電源ＥＬＶＳＳに流れる電流量を制御する。このとき、有機発光ダイオードＯＬ
ＥＤは、第２トランジスタＭ２から供給される電流量に対応する光を生成する。
【００３８】
　前述した図３の画素構造は、本発明の一実施例に過ぎず、本発明の画素１０は、これに
限定されるものではない。
【００３９】
　走査駆動部４０は、タイミング制御部６０の制御によって走査信号を生成し、生成され
た走査信号を走査線Ｓ１～Ｓｎに供給する。
【００４０】
　前記走査駆動部４０は、奇数番目の走査線Ｓ１，Ｓ３・・・及び偶数番目の走査線Ｓ２
，Ｓ４・・・を区別して順次に走査信号を供給するが、特に、１フレームの間、奇数番目
の走査線Ｓ１，Ｓ３・・・に対する走査信号の順次供給及び偶数番目の走査線Ｓ２，Ｓ４
・・・に対する走査信号の順次供給をそれぞれ２回行う。
【００４１】
　例えば、図２に示すように、１フレームの期間が第１期間～第４期間Ｔ１～Ｔ４に分け
られる場合、第１期間Ｔ１には奇数番目の走査線Ｓ１，Ｓ３・・・に順次に走査信号を供
給し、第２期間Ｔ２には偶数番目の走査線Ｓ２，Ｓ４・・・に順次に走査信号を供給し、
第３期間Ｔ３にはさらに奇数番目の走査線Ｓ１，Ｓ３・・・に順次に走査信号を供給し、
第４期間Ｔ４にはさらに偶数番目の走査線Ｓ２，Ｓ４・・・に順次に走査信号を供給する
。
【００４２】
　しかし、前記順序によってのみ走査信号が供給される必要はなく、１フレームの間、奇
数番目の走査線Ｓ１，Ｓ３・・・に順次に走査信号を供給する期間が２回、偶数番目の走
査線Ｓ２，Ｓ４・・・に順次に走査信号を供給する期間が２回であれば、異なる順序でも
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よく、各期間は重ならないことが好ましい。
【００４３】
　データ分析部３０は、入力される１フレームの画面データを第１画素領域～第４画素領
域ごとに分割し、この動作は、前フレームの画面データが順次に各画素領域に表示されて
いる間に行われることが好ましい。
【００４４】
　このとき、１フレームの画面データから分割生成された各データを、第１画素領域の画
面データ、第２画素領域の画面データ、第３画素領域の画面データ、並びに第４画素領域
の画面データと称する。
【００４５】
　データ分析部３０は、分割生成された第１画素領域の画面データ～第４画素領域の画面
データを格納することが可能なフレームメモリ（図示せず）を備える。このデータ分析部
３０は、タイミング制御部６０に搭載可能である。
【００４６】
　タイミング制御部６０は、データ分析部３０から各画素領域ごとに分割されて生成され
た画面データを駆動に合わせて整列し、データ駆動部５０に供給する。
【００４７】
　データ駆動部５０は、タイミング制御部６０の制御によって供給された各画素領域の画
面データを、各画面データの階調値により所定レベルの電圧を有するデータ信号に変換し
、生成されたデータ信号をデータ線Ｄ１～Ｄｍに供給する。
【００４８】
　このとき、各画素領域の画面データから変換されたデータ信号を、第１画素領域のデー
タ信号、第２画素領域のデータ信号、第３画素領域のデータ信号、並びに第４画素領域の
データ信号と称する。
【００４９】
　１フレームの画面を第１画素領域～第４画素領域に分け、特定の順序により４回にわた
って表示するために、データ分析部３０は、前記第１画素領域のデータ信号～第４画素領
域のデータ信号を特定の順序により各画素領域にライン単位で供給する。
【００５０】
　詳細には、データ駆動部５０は、奇数番目の走査線Ｓ１，Ｓ３・・・に対して走査信号
が順次供給される２回の期間中のいずれか１期間の間、第１画素領域の画面データに対応
するデータ信号（第１画素領域のデータ信号）を奇数番目のデータ線Ｄ１，Ｄ３・・・に
供給し、第１画素領域に含まれた画素を順次発光させる。
【００５１】
　そして、奇数番目の走査線Ｓ１，Ｓ３・・・に対して走査信号が順次供給される２回の
期間中の残りの１期間の間には、第３画素領域の画面データに対応するデータ信号（第３
画素領域のデータ信号）を偶数番目のデータ線Ｄ２，Ｄ４・・・に供給し、第３画素領域
に含まれた画素を順次発光させる。
【００５２】
　また、データ駆動部５０は、偶数番目の走査線Ｓ２，Ｓ４・・・に対して走査信号が順
次供給される２回の期間中のいずれか１期間の間、第２画素領域の画面データに対応する
データ信号（第２画素領域のデータ信号）を奇数番目のデータ線Ｄ１，Ｄ３・・・に供給
し、第２画素領域に含まれた画素を順次発光させる。
【００５３】
　そして、偶数番目の走査線Ｓ２，Ｓ４・・・に対して走査信号が順次供給される２回の
期間中の残りの１期間の間には、第４画素領域の画面データに対応するデータ信号（第４
画素領域のデータ信号）を偶数番目のデータ線Ｄ２，Ｄ４・・・に供給し、第４画素領域
に含まれた画素を順次発光させる。
【００５４】
　以下、図２を参照して有機電界発光表示装置の駆動方法について説明する。
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【００５５】
　まず、データ分析部３０は、入力される１フレームの画面データを分割し、第１画素領
域のデータ～第４画素領域のデータを生成する。
【００５６】
　タイミング制御部６０は、第１画素領域のデータ～第４画素領域のデータを特定の順序
によりデータ駆動部５０に供給する。
【００５７】
　データ駆動部５０は、供給される各画素領域のデータに対応する各々のデータ信号を生
成する。
【００５８】
　次に、１フレームの第１期間Ｔ１の間、奇数番目の走査線Ｓ１，Ｓ３・・・に順次に走
査信号が供給され、奇数番目のデータ線Ｄ１，Ｄ３・・・に第１画素領域の画面データに
対応するデータ信号（第１画素領域のデータ信号）が供給されるステップが行われる。本
ステップにより、第１画素領域に含まれた画素は、前記第１画素領域のデータ信号に対応
する輝度で発光する。
【００５９】
　次に、１フレームの第２期間Ｔ２の間、偶数番目の走査線Ｓ２，Ｓ４・・・に順次に走
査信号が供給され、奇数番目のデータ線Ｄ１，Ｄ３・・・に第２画素領域の画面データに
対応するデータ信号（第２画素領域のデータ信号）が供給されるステップが行われる。本
ステップにより、第２画素領域に含まれた画素は、前記第２画素領域のデータ信号に対応
する輝度で発光する。
【００６０】
　次に、１フレームの第３期間Ｔ３の間、奇数番目の走査線Ｓ１，Ｓ３・・・に順次に走
査信号が供給され、偶数番目のデータ線Ｄ２，Ｄ４・・・に第３画素領域の画面データに
対応するデータ信号（第３画素領域のデータ信号）が供給されるステップが行われる。本
ステップにより、第３画素領域に含まれた画素は、前記第３画素領域のデータ信号に対応
する輝度で発光する。
【００６１】
　次に、１フレームの第４期間Ｔ４の間、偶数番目の走査線Ｓ２，Ｓ４・・・に順次に走
査信号が供給され、偶数番目のデータ線Ｄ２，Ｄ４・・・に第４画素領域の画面データに
対応するデータ信号（第４画素領域のデータ信号）が供給されるステップが行われる。本
ステップにより、第４画素領域に含まれた画素は、前記第４画素領域のデータ信号に対応
する輝度で発光する。
【００６２】
　したがって、１フレームの画面データを４つの画素領域に分割して順次表示することに
より、消費電力の増加なしに動きぼけ現象を除去することができる。
【００６３】
　上述した各画素領域を発光させるステップは、前記実施例とは異なる順序で行っても良
い。すなわち、前記実施例のように、第１画素領域、第２画素領域、第３画素領域、第４
画素領域の順に発光するのではなく、異なる順序で行ってもよい。
【符号の説明】
【００６４】
 １０：画素
 １２：画素回路
 ２０：画素部
 ３０：データ分析部
 ４０：走査駆動部
 ５０：データ駆動部
 ６０：タイミング制御部
 ＯＬＥＤ：有機発光ダイオード
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5C380/BA01 5C380/BE01 5C380/BE07 5C380/CA12 5C380/CA45 5C380/CB01 5C380/CB25 5C380
/CC02 5C380/CC26 5C380/CC33 5C380/CC62 5C380/CD012 5C380/CE13 5C380/DA02 5C380/DA06 
5C380/DA42

代理人(译) 三好秀
伊藤雅一

优先权 1020100089952 2010-09-14 KR

外部链接 Espacenet

摘要(译)

提供了一种有机发光显示装置及其驱动方法。 由连接到奇数扫描线和奇
数数据线的像素形成的第一像素区域，由连接到偶数扫描线和奇数数据
线的像素形成的第二像素区域以及奇数像素 连接到扫描线和偶数数据线
的像素的第三像素区域，以及连接到偶数扫描线和偶数数据线的像素的
第四像素区域，以及一帧屏幕数据 划分每个像素区域的数据分析单元，
在一帧期间依次两次提供奇数号扫描信号和偶数号扫描信号的扫描驱动
单元以及划分数据的数据分析单元。 此外，本发明涉及一种有机发光显
示装置，该有机发光显示装置包括将与每个像素区域的屏幕数据相对应
的数据信号提供给每个像素区域的驱动单元。 通过将一帧屏幕划分并显
示为四个像素区域，可以消除运动模糊现象，而不会增加功耗。 [选型
图]图1
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